
 東支那海・さばI漁場調.査報告

 昭和35年1月8目から1月1.6日まで・
1.徳和34年度海況漁況予報調査海洋観測
 2.サパ漁場でめ潮流、水温、塩分の一昼夜観測を実施したのでこの概要を記

 します。

調査方法

 1.使用.船旧南丸98,93t300度

 2.観測朝一.間.開聞崎～サ:/ドジ岩
 35年一1月8日～1月9日

東支那海一般

 35年1月9日～1月14日

3.一昼夜観測

 朝日35年1月12日～1月13日

 観測点位置一2ア。～16'～一N

 .{23o～29'㌻E

 ・観測項目水痘
塩素.量

 1.サバ漁況について

 漁況の概要について

 例年1月サバ漁場は移動がはげしく上句中下句を順次南下しそおり、しかも.
 この時一朝の漁況はおまり活溺ではたい今年と昨年を比較するに

 上の如く今年は1)平均水揚量の減少、2)出漁船の減少といった.例年にた
 い.不況をみせている.この不況の原因が余辺に島るかは明確な結論は出ていな
 いが、幾多の究明すべき問題を含。んでおり今後の研究にまつところが大きい、
 調査当時の漁場は27〇一10'、12ゴ～30'～40'附近でこの位置は例年同
 時朝に漁場形成をみるところでおる.この漁場卿近の海洋構造は水澄1920・
 ～196oO塩素量1915～1930%で示される、大陸沿岸水と暖流分派
 との混合成でこの水塊は表層から底層まで混合のいきわたった状態にあつた、
 一この混合は時期的に又地域的に上層に限られることもあ。いろいろと変化して
 いるよ5で島るこのよ5た混合の状態と魚群の状態例えば魚群。の浮.上等今後

 究明すべき'事項のようにも思える.
 2.海況の一般標要

 1)水温、塩素量の水平分布

 ○肌水温

 一弓5・



 捌図11)によって黒沙流域を推定一されるのはst21以東,st10以東の範.
 囲でst22は23.9oOを示し全額.測点中最高温で差1る、これを昨年同絹の
 鋳、測値と比べるとst11以西の大陸沿岸水帯で約1oO高目で暖流域では殆

 んど変侃はたい。前1～6では南部のst4～6が水温高く前1～亨では次第に
 低くたっている、一足暖流分派はS七18附近で非にはり出しておりこれΣ大陸沿
 岸永との接触がst19,20,11にかけて百在することが図から5かかえ喬

 ○机塩素量

 全般的に高力!水でおムわれているが西部で一部.低カゾ部がみられる。この

 底カン・都は大陸沿岸水のはりだしを示すもので島り、s吉・11,12には暖流水

 の影響がうかがえる.

25坑水温

 この層の水温分布は表層と大差なく暖流域と大陸沿岸水一域とを明かに示して

 いるよ5である,比較的.高湿を示した前22,9,4が黒汐子中心水域として推
 定される

25肌塩素量

 全般的た分布は表層と大差ないが前1～3に高カゾ部があり、この部分へ

 の暖流分派がうかがえる一。

 水糧、塩素量の垂直分布

 1.開闇岳～サ!ドン岩(1～6点)

 1)水温の垂直分布

 22oCで示される暖.流中核の勢力範囲は垂直的には舌状に中5,6の100

 帆からs七4の300机に及ぴs七3と4の聞で消滅してい一る叉=21oG牟等温綿は前

 3・4間で300例から70・肌.まではい上りs者1の50肌:附近年及んでおりこ
 の附近に暖流分派のあることを示している.

 ・2)塩分の垂'直分布

 塩素量1930脇の分布は馳5,5一の表層から3七4の2.00～300肌に
 達し前5の340肌に及んでいる最高ヵ1/部は前5の300帆附近におる、

 これは・土8の・n帆にある1…㌶の最高カゾ部.より川・帆深くたっ
 ているこのことは暖流表層水がやや深くたっていることを示すもので島ろ}、

 叉割1・1～・の1・～・・帆!こかける1♀・1炊示される水塊がある一こ1τ
 は就4～6の1930腕との関連はみられないよ5でもる・.従ってこの部分

 への暖流分派の存在は認められよ5.たお前1の50肌附近には1925%
 の水塊がおり、これはs土4～6の300机以深に百在する暖流中層水の一.上昇

 によるもので島ろう

一56一



 2・東支那潅'(6。㌻15点)・。

 1)水温g垂直丹市

 大陸押におる前1・2以西午大字沿岸水9芦鍾下にあ名よ言で等温秤は率直に一1
 たリ垂直混合の状態午よく示して.㌧くる・`方暖流勢苧は㍗.の.50例を中心に
 して下限は・ダ・へ上限一は琴層まで…o.・の水塊があり・これば唆流表層水一一
 の中核.としてみてもよいと恵おれる。一.

 2～塩事量の垂.直分布

 暖一流中核はs七7～10にあ一り齢8の1.00㍗.宇中心にキ限は10・肌・下
 鮒22一ひ一肌まで1川細で示され千バ舳水砕碓ずみ・一
 千1・身5%の前列深度を二みるに
 前89寸01'I12～13間と大陸棚に近づくにつれ・

 290肌310肌230利一100仇・.一・浅くたっておOごれ.は水
 温の分布と合せ考えれば暖流系の影響はs七1-2、.・13の間にまで及.んでいるよ5.

 である.一丁方前12.・一13以西は大陸揮沿岸本の影響下に島る。と鼠、又一前15に
 は19き口で示される暖流水のい一りこみが5かがえこの附近の海況が.椙当難そ

5していることがうかがえ.る.
 乙東亜郡海(15㍗22点)一

 水温・の垂直分布

 或1・午は戸趾暖率分派㍗え・肺22のプO-0冊から1-0中までは・
 .・・o・・の水塊がありこ午は暖流琴層水の中核とれれ予・・.叉前1・～Hの
 …～H仇が一ら嘩属州幸1.・・～・α・o・で示される水塊がお卵1こ1七は
 暖.流中層水の影響と思える。

 .』.5Z一
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水温塩素量垂直分布(図5)



表面水温水平分布図(図1)

 水温水平分布図(25m)
(図2)



 漁場附近あ海況(!昼夜一観測)
 調査当時猟場舳〃r～≒・』伽㌧・・}縦にあり・早夜鯛舳〃十・〆
 醐・・.㌦…'ム.位置で・月・・日!・時から・月・・日!・時にかけてエクw・メルツによ
 ま潮流観測を・時間毎・.(ン・9・一村藺層)水温・塩離の観油を坤離に葵碑し走・
 ノ)潮流.観測

 別表(潮流観I測旨日録表)を調和分析した'結一県次式の調和常数申えた
100団層

 東州=。ユー〃十亙^間ま且(ω・一十・・ゴ・.・う一十・.一〃.川・一(・ω・十・かμ5
 兆みv=rπ3+鮎三・i口(ωt+!一3が3め十3五〃'・工n(2ωt+35P23つ

 95エロ層

 東加ヲ・“十〃。〃昌子・(ω・十・{・')十ノま・6出(・ω・伽舳・')
 北分・=一ω十ユ6州回(ω汁"?〃')十岬!市(4ω・十げ〃'=)
 こ九から算出した潮流禰円を別区に示し、え.られ牟奏索を下に示す。

 ・・、・一い験半日周期潮流が・卓.周鱗流に優榊れ鰯訪向嘩計馴であり・恒触
 !0一回層で昨年同期g10-3q・I2・09岬/昌畠。よ・りやム弱ぐたり下端り?5皿層下は8ギ
 /ユ2・ぴ舵叱同値を示している。従うて漁場附近の法流は大部拐檀I流去半日周期潮流に支配
 されその紬は・妨向に流去している・こ帆とは宮崎蝉蝕所・並びだ本卸過去の調査
 でも認められ一でおn冷.水塊張り・出し附近の商水系の混合域では常.に・月一9系の流れがあるように
          うかがしる

          ?5画1.          !0m・.!0m7占.岬
          '          .時間フτ吝'■流速機流向1駒一服'πη?漣純畠づ舶駒2境一一ユ町段流宝◎払最鶏牽憾一確碧

          !2万ユ
          !93〃!'           功3理3」〃つ㌻〃          つ62匁.o^48一3鮒3ぴ～30!!89■^〃
          2!3Z0.ムパ。～363城枯。ん
          223鋼7〆～63ム846o～!233ρ〃。～6325ノ3!o～
          233&8○ダ㍊23僻一〃“～36一!35oワ40o斗2物3!40o～〃
          0j7ψ〃。～'オ27〃戸㍗わ
          ノ444〃b～“宝よ9〃0o～00一一■I!44帖/鮎。{〃物3!〃。～36
          23&4パ刈49ψ〃εo～30
          34!24ゴ～36一423μ8o～!6!oψ4増枠!6がψ4.          4154幽u～30273〃3o^49I一・!〃砿6!1半;I          f!5131cユ池よ白～挫パ}228:23400～

          6

          7〃ゲμε・・⊥竺〃
          .κ33833!～〃.24/.33戸～■■■.■1、斥πヨ!境一〇}8一i〃〃3㌣〃
          9`58/9戸～柵i4/パ～36
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沙流楕円 75ｍ (図7)
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 沙流楕円10ｍ (図6).



 イ)ア大ミ量の時時罰自立変イビ

 水温の日変化は0皿並びに?5回が激しく変化して盆りノ0,25,50皿層・ではゆるやか

 明じような変化を示叫る・表甲Dこのような変化は冬辮徴と思え気率の再変化に左
 右されることが大きいと思お㌣る。最高気温は/4時前後にあらわ㍗、一表面水温の最高は!8
 時前後で大体2時間前葎④おくれが認られている。

 口)上下層の混合

 第8図に各層の・stの/昼夜の変化を示し第9図に各観測時のToユダイヤグラフを示した～=

 れによるとg平から75回に至る間では上下層の混合が行われていることが明瞭にあらわれて.
 ㌢・ラようであ・る一参考までに昨年・・目実挿の分師れば(詰・・一・・図)仁の場合一・～
 6{皿1と上下の混合が考られ、83回層には低温、高力yた水塊が観測されており、上層とけ

 異るもののように思われる。今回の観測では85皿層の観測を実施していないのでは一たして底

 層まで痘合の状態一にあるかどうか不明である。この」=うな混合の状態は場所にょ灼いろいろな

 型であらわれることと畢われるがこの混合の層の琴浅が魚群の状態に影響があるものかどうか
 今後究明すぺさ・事項ではたかろうか。

 水温及ぴ塩素量

 観測時1気温一水。温.塩素昌11
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 一昼夜観測点のσtの変化(図8)

 (35.1月観.損!j)

 一昼夜観測のσtの変化一(図10)
(34. 10月観測)
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観測機関名 鹿児島水試観測線
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東支郡海瀬魚底刺網調査報告
はしがき

 瀬魚漁業も七島近海から琉球近海事で漁瀦ま拡大されているが一本釣以外の漁具ごは漁獲され
 ていか.(が今回東亜水産㈹こて瀬魚底刺納を東栴にて企画され実施したので便乗し調査したので

 その結果を報告する。

試験方法
 使用船・κ./東亜丸99屯3/0げ

無線設備

方向探知僕
ロフソ

 魚群探知機海上電機/03B'型/台
 漁携設備ウイソチロ・一ラー/台

乗組員数46名

使用漁具底刺網
漁具構造

 底刺・網(/反分)

 身網クレモナ・2!0d.～/5本/36c娼(45寸)I30目媒0K/反
 浮子網クーレモナ4.右太合30K
 沈子網マニラユ3子径35分26K
 流網マ昌ラトワイソ/0組付

 ヘリ糸クレモナ45太合

 浮子ガラス玉.3寸径.2Kに/個

 沈子自然石I37、砥多程度6Kに/個

 ボタ=ノ網.マニラユ2子3分3尺/反に付6Kに/太

 捲網マニラ.45分3丸
 浮樽ガラス玉径/尺

 ボγテソ行

 錯20.～25K

 /反の構造は以.上の如くであるが捲綱3丸に50反星ボタン細で結び付
 けて/ひもとする。

(30K)
仕立上45.4肌

30目

↓

仕立上 40.3肌

 (26・二・k)

一73一'



操業方法.
操業準騰

 刺網の投網は船尾より投網を行5ので甲複上の投網牽備としては刺網の各反をボタン網にて捲
 絹に/0ぎ皿(6K)毎に結び付け捲I綱と同時にコイルしておく、両錨は捲綱あ先端には浮樽し
 ガラス玉/尺径のもの/0個)とポソデソ竹を朗寸る作業を行う、これに要する時間は50反で
 3時間位である。

投網

 先づ船が投網位置樽1臆したらボニ÷ソ付浮樽とガラス浮子を投下し鐘を投下した。斯くして

 充継網が伸長するにつれて船を前進させて投1綱を行う沈子巌網時ポタソ糸の取付け部の捲網
 に取り付ける。最後に撰難ボソデソ竹を飯村.け夜間操業の時は標識用にタ.ルマ灯を付けた。
 /つの捲網に4ケ)一50反の刺網を取付け上記のカ法で投網に要する時間は40}5分位。
揚網

 投網位置に到りボソデソ浮子などを取り然る後浮綱捲網をサイド目一ラ=のドラムで播きなが
 らより揚網するカ調は前董と停止を繰返し・船体が常に綿の上にある様に操船した、揚網の際
 舷側に来たならば解き捲1綱とボタィ霜は綱揚用ヘツドローラーと左舷のブPツクテrクルとの間
 で解き放す・揚綱は次印の投網に支障のない様謄榊漉ユに宮イルし刺網はr反づつまとめ詫にて
 捲綱とボタン綱にて取付け繰込む、・揚網に要する時間は風向潮流水探により異なるが3時間～4
 時間(ぷ0反)一を要した勿論羅魚の大小にも大小の差異1濁る。

 §操業結果と考察
 漁場について

 今回の操業海域は局魎のとおり東海中部のN28'一4グE!2ポー5y中心の海域及七島の
 宝島wの海域に?いて操業をなし叉N3ぴ～00'E'2グ～00'・N29。～00'E
 /27「～00'・N2ヲ。～00'E/2ポ～00'附近については調査のみなした。麟珊細・
 の漁場として1泳深,300㎜以深では不可能であり叉初めての操業り為水深!00前後の海底を

 選んでみ走、対象魚カ瀬魚なので海底は平クソな点より起伏の点窟周査なしたが東海大陸棚上の起

 伏は/0皿以下の小さい凹凸であり、七島近海の様な曾根は探索出来なかった。漁場附近の海底質1
 は岩質であり魚群探気機反応も漁群反応は認められないので、海底の状態のみで選択するので別区

 の様な海底図を作成し凸部に投網をなした・漁場の形成要因とし看腐寓蝉:伏底質等を主眼をし
 ているが東海の水深は前述の験に大きな曾根がないので小さな凸凹も漁場をして者ムられる。

 ガラス玉

 ボタン綱

浮子



 H方七島近海では一本釣も曾欄棄業であるが廣剰絹も曾根の凸部に投網1..走ら成.籟は良好である
 今回の操業では日数が少なかった.ので充分言騎山菜なかっ淀が東海のN2ざ。～/0句/2・6。
 ～δ0'よりのノ00皿等深線より南下すわぱ漁場不能性は充分あり得ると思われる。
 漁獲物について

 2回操業しか実施1.、かか{淀が(7回操業50反/組とし2組)主なる漁獲物はホタ、白デ、
 マツゲ、サメ等が主であり375K確度であった。東海漁場においてはマツゲ、アマダイ等が
 主たる割合を示めている狐漁場の曄質が泥の所は、サメ等が多い。
 操業時刻と漁獲

 投網から揚網までの時間は下記の通りであり

 夕亥投網し・朝方揚網したものが良好とのことであり昼間操業の場合には殆んど羅魚しないと
 のこ.とである。この様な考察は東海黄海の機船、底曵網の漁獲では朝網が最高であり園日夕網が
 これに次ぎ夜網が最低であるとされているカ痢網と底虜網とでは朝方漁獲がよいことは似ている
 カ朝夕マプメの薄明時は海底を離れるのではないかとも考察される。

 海況について

 漁場附近の表面水温は2ε5c～29・び。を示し中層60mでは20/～25㏄底層!00匁
 では/82～/6グ。を示している底層の潮流調査を実施した結果では最高64聯。cであり
 速さは暖かであり表面嚇速桃離である。潮流については底刺網嫌成りに闘系があるが
 西水所、アッ底刺網及ぴ鳥駁本試の結果でもこの程度の流速てば支障はたいので東海について云
 々 されることは油(と推察される、七島宝島近海の操業においても揚網.:時モヅレが少いことより

 推察しても網成りは良好と者へら肌瀧は・・6・・0・2・・5ふ・9・・24・鶏
 であるが投網申は更にこれ以上大きいことはないので良好である。

 §漁具漁法と漁場に対する所見

 刺網の目合は/36c励(特寸)であり大体適当た大きさであった様であq更に大目のもので
 良いのではないかと思われる。網.糸はアミラソを使用している狐海底が凹凸な所が多いので適

 当と思われる。漁場については水深/!g～!30凪の海城で操網したがこの程度の水深では操
 業に支障はない唯東海麟司1綱であるので機船底曳を参考に守れば東海南東部は今後の開発如何で'
 壱漁場価値も判明するであるじか七島近海では'汰釣漁船との漁場重複によるさえおとらねぱ
 有望と思われる。

 §結び

 東海において実施した瀬魚底刺網操業とその結果を述べたが勿論、資料が充分でなく、叉初め
 ての操業であり実態を充分把握するには不充分であったが更に言髄1を実施す柑オー東海瀬魚底刺網

 漁業も者へられないことはたいと思5。
 調査結果を要約すると
 1漁法について岳塒間撤こ網の繰込みに長時間を要するが、こ柵こついては鱗彗時良く整理し、マ
 グ目延縄の如く後甲板に整理する必要が生ずる。'



 ユ.操業時刻はタマヅメの薄明時が良好である。
 3.網目は/36伽以上のものでも良い様で・ある。
 4東海の潮流でも綱成りは良好と推察される。
 51企業可能性につバてけ今後の結果に待つ外に推察する方法はたい。・
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 まぐろ漁業試験報告書

 §調査の概要
 昭和31年度より実施している昭和34年度の南方ま'くる漁業試験を昭和34年11月～1

 2月にかけて第1図に示すように圭にバラオ南方溝海の5N.の緯度線附近を葡西に亘り試験
 操案した。今回の試験操業では例年の11月～12月の同漁場の謙貞操業に比べ非常に悪〈

 ・魚体組成も大型群が少く中型に毛一ドが見られた。共の他今回の試験操業の特徴を挙げれば
 キハダの漁獲率は例年より少しも低下していない事、バツヨウカジキの出現が例年よりも多一
 く住っている事、クPヵワヵジキの魚体が小さくなっている'こと、叉今回はシャチによぢ被

 春が非瀞千高かった事などであ肌
 叉漁業試験を行5に当たり漁場に於ける海洋観測やキ^ダの標識放流やその他南海区水産誹
 一究所の毒織船調査実施要項に基き裏物調査の形態郡査を実施しね尚本漁業試験には鹿児島
 一県奄美大島古仁屋高等学校水産課実習生(6名)'を乗船せしめ当該漁業の実習及ぴ航海運用
 の実習をも併せ実施した。又今回は本県の南方まぐろ漁船間にあって漁具の構造を1鋳釣薮
 4本付より5本付、5本付より6本付に'1鉢の約数を櫛口する傾向にあり最近では・7本付の
 漁具を使用する民間漁睡さへ現れているので、本本船に於ても優用漁具の半分を.5本付より
 6本付に改造庭用したが操業3回目より他の事情により5本付のみ使用したので、その比較

 '試験が当初の計画通り出来碍なかった』

5'1調査船

試験船照市丸98.95屯..300馬力

 講難船の設備其の他詳細は"うレ粉(当場桑刊月報〉篇7戸参照の事
 §実施期間

自昭和34一年11月12目麗児島港出港
'一13日大島郡古仁屋港入港

 実習生乗船及ぴ台風避難

420目古仁握港出港
428日第1回操業開始

 〃12月1『日第11回目操業終了・

 至〃・12月25目麗児島港帰港

 §漁況

 イ・魚箪別漁鐘尾数及ぴ筆獲率
 今回は始めN4E娯附近のメリル島及ぴトコベイ島近海を操業した。キハダ類の漁獲が

 高く5%～6%台を示し・シャチの被害を加算すれば10%近い坪凝獲率を示したが魚体
 が{OD㎝以下の'ジ群が大部分であった。3回目及ぴ4回目に操業した。N4内外E

 136～E137附近でも前記海歳の変らないキハダの漁獲率を示した狐この海域でも
 小型群が多く混獲されたので北上しN5以上の海域を数回操業したが魚群は大型群のみで

 あったが漁獲率カ排禽に悪く1%～2%台のキハダの魚嬢率であった。(第1表参照)次.
 に小型群の多く出現したN5以南の漣域と小型群の出鏡の少かったN5以地の海域にっい

 千大型群(100㎝以上)の漁磁率を比較す柵む第3表「†」'ダについてメジの混獲率
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 及び数の被害」の様でメジ群の多く一漁獲されたN鋤南の方が以上よ・り大型キハダ群の漁獲
 もよく、大型キハダ群の平均漁獲率↑42%を6回操業の内4回は上廻っており叉他の2回
 もシャチの被害が最も多かった時で被春がなければ、いづれも大型群の混獲は平均価以上で
 あったと考えられる。次に皇N内外のE1好附近の海域は昭和31年度より毎年11月～
 12月にかけて連続試験操業している海域であるが51字～;3年度まではいづれの時もキ

 ハダ及ぴメバチの体長100㎝以上のメジの混獲の少い魚群がいづれの年も割合好漁をした

 即ち31年度は体長110㎝以上のキハダ群が見られ最高20%近い漁獲率をなした事もあ
 り、32年度及ぴ33年産はメバチの好漁した海域であったが、本年度は第2表に示す様に

 魚獲率に於ては32年・55年度より低下していないがメジの漁獲が漁獲率で平均2.15%
 最低O.15%最高4.37%にも達した。

 バラオ近海に於て近年魚体が小さくなって来た事は前々より云わ札でいた事であるが、当場

 の試験操業ではそ丸は圭仁春期以後の漁期に多くメジ翻…出現し11～12月の頃は過去の
 試験操業では見られなかった事である。叉メバチの漁棚こついて岨今回は非常に悪く、平均

 0・22%の漁獲で・その尾数で3～4尾の漁獲が早られたのみであった。これを年次別に見
 ると31年度で漁獲率0.64%が32芋鼠35年度はt38%及ぴ1.97%に増加したが

 本年度は前述した徽こ出現率で3,6%しカ朝われなかった。一方キニ・ダではメバチの好漁の
 時は悪くメバチの漁況の悪い年は好漁を見ている事は。わづかな漁期の相違による出現の相

 違か或は牟歴動によるものが注目すべき事と考えられるし(第2表参蜘カジキ類の漁況で

 はマカジキ、シロカワカジキの漁獲は皆無に近くクロカワ・カジキバセウカジキの出現が多く

 見られクロカワカジキは魚体は小型であったが毎日2～4尾漁獲され漁獲率でO.2%前後を

 示し当場の過去の試験操業と比較すると漁獲率の高』唄の方に属している。叉バセウカジキ
 については咋年期ち昭和53年度頃よりその出場が目立って多くなって棄ており今国でも1

 %近い漁嬢率を示す日が多く前記と同様特記すべき事と考えられる。尚今回操業された全魚

 種937尾の内692%(548尾)はキハダでサメ類及ぴ雑魚を除く魚種について見れば

 全体の78.3%はキハダでメバチは全魚種の2.6%しか出現せずバセウカジキは6.9%も出
 現じている。

 §魚体

 前記し準様に今回はキハダ、メバチ共に小型群が多く第5表に示す様にキハダで60.2%は
 100伽以下の小型群であり、叉メバチでも120伽以下の群が70.6%も出現した。これを

 年次別に見ると4月～10月頃が最も多く、小型綿う拙境し11月～12月ではその出現率は

 10%にも満たないのであったが本年度は特に多くなって“る。メバチについても昭和3章年
 度須より小型群が70%台まで占める様になつた事にも注目すべきと考えられる。次に体長
 1000m以上のキハダの手次別に見ると、.只4ケ年の資料で特別な考暴は出来得ないが割合漁
 期が同時期である。略同海域であるバラオ近海の11月～12月に出現する魚体では第2図及

 び第5.6,7図に示す様口召和31年度は体長110㎝前後に32年度は120～130例

 33年度は120㎝前後54年度は12-0㌻150舳こ毛一ドが見られ隔雫毎に体長
 115㎝前後の魚体と125伽前後の魚体とが入替っている様見受けられる。尚バラオ近海の
 小型キハダ群の出現量と大型キハダ群の漁獲率との間に何らかめ関係があるのではないかと考

 えられるが資料が少いので何とも君レ…筋く今後研究の姿あるのではないかと考えられる。
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 §ム般海況

 別率操業日誌に烹鰍3輔後の亙一132～13～附近㍗S・1St2附近の海域でξ工E一先
 会誌域の北方の5N以上ではS,E去面に叉136～↑37瓦附近ではN届方向にこの中間
 附近あSt・10の海域では酬自身い潮目が見られた則ち赤道反流はバラオ南方海域ではS立
 方向に流れ136～137届附近では北方に偏して東方に流れているよラそある。叉第8図
 のh-G1ダイヤグラフ及び第9図の漁場附近の水温及び塩素量の鉛直分布図でも明らかな
 よう・に100m～15口椛水深附近に最高々カン部があり躍層魅見ら油虫双以南⑥割合漁獲
 率のよかった海域に顕著に現われている。叉海流方向に沿うて北側の流域と南側の流域とは
 相違った様相を示している事は・st5.6とStt尋のt-OLダイヤグラフを見ても明ら

 言路孟慧慧㍗滋戦1鮒二鳥幾炊;1
 5・脇・年度が1・56脇低1…脇…層で1・1・勝1・94口腕碑度

 18・872ト1938脈100肌層1920～1940脇こ比べると最も高い値を示して
 いる事に注意すべきと考えられる。

 §其の他の事項

 手、魚種別離麺割合
 今岡漁獲された主な魚種キ^ダ、メづチ、クロカワについて其の雌雄を記録したのが第6
 表である。クロカワでは圧倒的に熾…多く70%近い割合を占めている。メバチ、キハダ

 共雄が多くその比鞄エ約6対4で毎年同じ様な比率で漁獲され硬化は見られてい率い。
 口、操業所要時聞

投縄.揚縄

 延挙用時間34h～45mハ2h～00
 二目平均所要時間05h～09m-10h～11m
 】鉢李均所裏時間4き802h～18S

 ヘキハグの標識放流

放流月日

34年11月28日

〃

〃

29日

(注)

経費

 イ、収入

魚種体長

 キ^ダ8色

485

 〃85・

〃85

 放流場所は操業位置に同じ

番.号

5351

5357

5346

5356.

 1≠l11義.1鮮十土着
ビンナガ4Z070・00
 カジキ類

計

2,558.O

12,860.0

81.30
28970一

81-80
典

79・



 口、支.出・

 い〕燃料費
重油一

 転・油

潤滑油
グリIス

(刻冷水責
氷

フレオン

 (3〕餌料費

 冷凍サンマ

 ω.消.耗品費

漁具用消耗晶

一般消耗品
(5)修繕料

手数料.

差引金額

ブZ011

1,07Z921

551,259Fヨ

・39ア474

20..4

362名

1k.

72300.

32.5屯

 ・一1口k

 gφユ000
160ケ

110.040

58.557

51.50き

82,150

516.711

400

34.028

120

66,OO0

13,500

9.6,000

 船体各部及ぴ属具小修理8・2.1501j

16}.傭晶賢一.45.1085

 漁具碕充及ぴ属具・。4-5-085
 計Ig車3.8・34円

第6表

          機魚種キバ女メバチクPカワ・一
          ♂♀?♂♀2♂♀?

          157φ62112
          2583112o.3
          361.26o1o2
          48一・4・一〇O・11
          5ア2o0O2
          6.199ザ22O
          フ19.一2292.o2
          45、一35ξOO1

          ■一■

          953831O3
          ・10.147571O21
          11一1462oO2oO2
          針307171.672』1124184
          頻度・56弗38.412.3書832.35.915.469215.4

 F80一



 第ア表・

 に、
 一=キ

目名利31年度

ハダ

♂ ♀

第1次

2
3
4

6る.5
62,3
60,3

55.5

i%
36.5
377
39ア
44.5

第1次

2
3
4

60,4
56,2
61.4
(40.O)

396
43,8
38.5
(60.O)・

〃

第1次

3

46,6
63.る

53.4
.22.5

〃

第1次
雫

 56j一_ 31.4

 均い02⊥型一

え・.ハチ

♂♀

%

79,8
62,3

63.8
695

%

20.2
3zア
3ユ6.2

63,6
66,2
64.5
(53.3)

36,4
32,8
35.4
(46.7)

4t958,1
66,522.6

 、畳二L塗一

 i備
考

 一1956=弓≡=5月一6」ヨ

 1957年4月～5月
 5月～6月
 11月～12月

北大苧津

 1958字4月～5月
195811月

 1959年11月～12月

メバチ

              体採集回数長12545.6ア8910・1,計.頻度%
              95㎝=112.9

              1051一・.2.9

              111

              3112.9
              5そ125.9
              7112519..              9

              121.213・8.8
              31238.8
              5112.9'
              711              91112.9.               3・8.8
              .“112ち8.8
              51125.9
              52138.8              7

              9

              14'

              511・25.9              5
              7

              911・               12.9              15112.5.9
              5112.9
              51一12.9

              1711■12.9

              計33.1O0る一11344234100劣

∵
!

.二81一



co

～

1
一

策1表 魚種別釣獲率

              釣キメクメピシパ              錐丁小サ              業雑              木パ日               '、力ソ口
              回.月一力ジ力セ               ナメ
              数日数グチワキガワワ計類魚

              .ノ84(ア3〕3ミ…1121041914137
              1,5805.31(4,62)0.190.190.060.口60.766.581.200.898.67
              882341何1101814142

              2。1.4606.03(1.50)0,20口、270.06口.96Z531.230.969.73
              831121131042120145

              31,58口5.51(1。%〕0060.13o.口60.826.581,331.269.18
              .12(1.18)2115501318              4.61              1,5800.76(Z4ア)O.130.06・0-g51.900.821.143.86

              一一

              593口)29201232
              1,210口.ア4(2・48)0.16O.741.65口.992,6-4
              29(6)一■.''一'一一              328423              61055

              13502.15(0.44)0.220.150.593.110.220.744、口7

              741(11)11255971278
              .1,3503.04(O.81)0.810.150.374,370.520.895.78

              8口(7)61188114              81口3
              1,3505.92(0.52)0.440・070.076.・520.810.30Z63
              16(2)1372711645

              9130口1.25(0.15)0.080.230532.080.920.4・63.46.
              8q(23)43              /0188156.109

              1.30口6.15(1.77).o.310.23.008.6.771.150・468,38
              .■'一■一

              22(2)222              一〃281130
              13001.69(0.15)O.15O,150コ5ワ.150.08O.82.31

              計548㊤25)542612287700120117937
              5.3603.57(2.11)O.220.1・7口.00口.010.0105ア4.560・78.1・766.10



第2表

         キハダメバチ
         年

         魚獲尾数魚獲率航海別年次別漁獲尾数漁獲率航海別年次別
         次出現率出現.率出現率出現率

         195弾627尾8.83%89.0%52.黎66尾0.64男6.6%岨1男
         11月～12月(6)(6)
         1957年2001.1g31.2Z72341.38三≡6,231.2

         '

         11月～12月(13)(13)

         1958年9口1.3829.ア9.01281.9742.244.4
         111月～12月(5)(5)

         1959年5483.57一58.529.9340.223.65・4
         11月～12月(11)(11)

         1465100男46を100%
         (55)(35)

 注:1〕漁獲尾数上段漁獲尾数
下段操業回数  。1毒決別鱗。⇒藩、、。。

 L爾

艶
講Q

婁

'6.貞

薪
謝璽

9
、

、}
Ω
]
気

 1、辻

 
             

兼糧

              魯籍拙口盤革映LO心寸0口N㎞刈No⊃○へひ苅卜トNFN-N口。⊃FFト岬NN旧。o
              、鐙灘、鱈冒、「N0〕苅一ト場㎡卜○口腕一ト。㎞旧ト寸Noo刈NLOぺ寸O○しΩo⊃めN“ぴ
              笛壌旧卜NNト嶋OO卜F○旧℃一FトN嶋NN

              LoへFしOOω、.N卜F旧、0N寸卜℃℃N}o=N℃F○旧NNNト寸F嶋o              4旧0口ト千一NF○寸N[oF

  
            

順麺這

              覇蟻00コ山F口、o.寸トo○コ山FOo〕りF○トNF口岨㎜一○岨旧F0山mFO○旧Fo○旧「O○嶋F
              鯛卜N旧寸岨刈ト0D㎝OFF一

;

得(
桝点
巾相
如紬

 ぴ鎖磐
、奉

 ○点

X

■
川ト

弍§

無二
 哩O
 灘F

嚢鋳春一
 票謹・刈
 ト鎖、・
 、撞、

葬軍
 、賦

専

単一

 N旧

一33一



 '第4表・ 漁種別出現表

             魚ぺ/23一456.ク89。/0//.言十
             キ^ダ84(7⑤74.888(2a6z18731)6ア0.12(118)ア2.19(3062.929(θ5フニ441(11)58.480(7)79.116(2)38,380(2378.022(2)75,0・548(525)69.2%

             ■一'             3

             メバチー10.634.9112,465.412.143.02・34             1.41.8五

             季421,1222             クロカワ.1.42.41.12222,210.936.4.'32,526.2262.1弱
             11

             メカジキ0.6男
             1一■.

             1

             ピソナガ口.50.620.2%
             11             ・シロカワ0.520.2。%
             12'14価Z45             パセウ5.78.584914.5.813.155.6,0.9714.910.7一26.2816.7%
             191811.02111.93             サノ類9.07-334.97z91110.01225.51511.41る、11.20.95%
             14142111.41810,012-19.410・16.4一213.54             雑.漁6.7・8,53.61612,864.51る.111Z9.3男

             計37(7⑤100%16.6%42(22)〃13.0145(31)〃13.961(118)〃14232(30)〃4,955(6)〃4.878(11)〃Z003(7)〃一8.745(2)〃3.7109(23)〃10.450¢)〃2,5937(3書5)100%



留

 第5表・  キハダ及びメバチの年次別体長別出現表
       一一一■

       ・キハダ
       .体長一メ・^チ       計へ。一一
       100Cn以上i00cn以下百十

       一       昭和31年度120cm以上120cn以下       228i363`417一.・一・'}
       第1次62.6第3Z4%一τ一00%421       51・0男1956年       2716一132190%100%5月～6月       1.71683}一

       53.846.210051.5       28148.5100       392602ア9月～10月       204ア■■■
       96.58.5100       60・5Z4一42.ち100       411ア1{8196ア11月～12月
       84.515.5100一3.126-91001957年

       昭和32年度・23614076231437.一.ユ五二組....
       第1次62.83ア210口622
       220935156049

       3Z3一       一一.一'62.ア75.4       320002001与1:llゴ■二二㌃
       2183■II一一■■I一.I一'一■

       100.0       一山一一一一一一,一■■010082・5       41Z5100        一一■'.一一一一一」」月^12局■一'一
       〇一^一一一

       昭和33年度{79287466一一一一I一一一]一■■一'一■・」I山川       第1次52       36.411917.1       一一}^一、一'}66.6        一1003口.469.6100       24月～5月        一1'}一'一一'一一I一'

       一一一'一^一一』一一

       580585       g4.142       5.'86121-1'}一…       100       2182.4       昭和書4年度330548一
       第1次3g.860.210口29.
       平均i73213303062435       56.6%43.4%l11凸トTlllワ月;。5。、、、』・1

       100%55.4男44-6男.100%

 ;;上コ
 トTlll、月1



 第2胃キハダ体長組成(昭和3-4年度)

 ・第3図  メバチ体長組成(.昭和34年度)

第4図  ク目カワ.体長組成(昭和34年度)・



 第5図〃'56年4チ月早0日一ノ2月一22日

 第6図・/9よ7年/!月!8日～!2月ユ9日

第7図  /一958一年/!月3日～!/月24目



海洋観

       一''舳■

       .観測点番号/234
       。'一.1。一一

       月日1{月28日11月29日12月1日12月2日
       観測開始i3-2313r4512-1口13-00

       一I■`I.

       時刻終了14-0014-4712-5013'50

       筆緯度03-33N03-4203-2004-56       経度I-1.…一イニ.….殖132L47136-33136-06
       一一一一一一一一一.気温26.531.528.528.5

       気・圧(皿b)1008100910081口08
       ■一目宣旦窩里9224

       天候q.bbbc
       風向SENENE

       風力2珂/secOa工m24
       一一

       波浪112

       更正水温29.430.030.529.7
       ○物壷'一素'一一量'.19.3119.3819.3919.33
       更正水深1010

       (10n更正水温29.5029.42
       '塩''素…量.''i''サ.盲目..'.'ゴ争1'4'一{一'一'τ'ヲ'3'言.'一19.3'4
       更正水I深50〃4950

       一一頁莇ξ一痘...II・I■■II一一I一一一1I・一.一I'一一`.I.一一一一一1一一一一I一■一一一一.       50つ29.2129.3029.292λ24

       一塩I一素.一'基一'19.5119.45.19.4219.34
       更正水深9966一`L一一一5299

       10口m更正水温25.3126.6029.1525.67
       ■I一■一一一・一一し量素量・一・一・IlI一・一一一一■I■1・一'1-I・一・一一・・一1一一一一一一一一11●`■一`・」'一一一一`・一■一・'一●I       19.8119,4419.4119.65.

       更正水深1489965148
       一'・一・■一一',一一一・一一一一一一・.・一・一・●、■・一一.一一一1一一一一■`一・一1■1一・1・一一一一一I一一・一一一'.・一I一一一一

       150m更正水温20.1822.1724.24.1Z62

       蛋一素…長'一一一一.一一一・一一一・'一●●一一一'一一,・一一一一一・一一一1一I一.一一一一』一一・.●I1■、一一一`・.・一i.一一■一'.       1g.8019,8619.8419.83

       更・正水深1971308ア197
       離水雇.一一・一一I■}・一■・一・.一一一一一一1-IlI一一I一       200n1&191Z1520.92       一壷''素'II夏`一12.51I一一'一I■■I`一       19.5519.6819.9519.43

       琴兵杢深295196128       ■1一'一'一一一.'一`.lll■一一1一■■.一一』'・一一一■2941一.一一一'一
       300m更正水温12,6412.6513.979.02

       塩素'一一憂.'19.4219.40128δ.一'`一'''19.41

       透明度38414035

一88'



測結果
 (船名〕・昭南丸

      56ク89/0
      一'■

      f-2月3日12月5日12月6冒12月7日12月8日12月9日
      '1

      14-00一.13-0口1.3-O・σ12-3012-3012-30

      14-4013-2013-4013-1013'1013-10

      05'2105-3704-38.04一・3804二4503-5

      1;7-1・5一133-29133-48134-24135-23一135-10

      2B.O26.529.O2ZO28.5き0,O

      上.1…10081008100910081008
      .I

      394945
      一

      bRb.Obcbc
      一'』一

      ・N一画NNE・WNN

      432421

      232・211

      30.128.830.O29.5・29.630.0

      1-9-2819.2519.4519一.4519.1119.18
      101010・1・口10

      一1-I■一・一●・`I-I-Il●●一一Ii一一一1一.・11一一・一一

      29.4629.01一一一一一・一一一一Ll・一29.52一一一τ衛τ一'.一'II'・.I29.68
      ■・1一一一一■一.一一一一..1一・・I・

      1g.3619.27・1一一・■■●■1-III一一●19.40一'i.亨1z一石一一一一一デ亨1To一…一一一I1一亨二丁き一II
      ...具.L.二..50一一・一一一,一・一一一●■一一50一一一一一I一一●一一一■一1一一50一一一I一■一■..`50      .一'1I・I・I.一〒一・・一''IIl一一■I-1

      29,222'8.86一・一一・I■II29.5529.1229.31
      一一.1・Il■一I一一.'一II一一一・一一■..I■一一.■一一一一一一1

      19.Z919.3319.3919.4019-31・19.2.0

      921.■■一一■・一・一一・I一一・87一一1一一一一・1■一・一I一・一87.809g94
      一`一一I●1一`一一'一一一一一一I一.1-1。一一一一・.一一一一一一■一一一

      26.0426.502Z652Z432ア0ア2Z95
      一一I-I一・・`一・.一一一一一i一一一一'一一`」」■一一一一・一一一一、一一一、一一一■.…一一一・一・一I      一■■一一・一、一一一一

      1g.5519.5819.る519.45195019.28
      137130130120122142

      '一'策1丁す'.一ラI搬I4一一一一■一一一一一      19,6119.1823;9723.32
      ..。一.

      19.5319.5819.561ソ.6519.3519-29

      18317417416-2163188
      I一一一■'1●一1'一'一一1一

      一1■一一.

      1一き.1一14.72一■■一'.一■■.15.9718.0119-20一15一.78
      I・.I.一一.一.■I一一'一11.lg.49I..ll一■一■II.一19.48一一I      I'一一・一一一一一      19.4119.411g.30一一一■■..■■19.19

      一一

      2ア8263263245242284
      一■一一'一一一■'■一.'.一」...1一一一一'一■'■'

      '.一.'一'■一一一'.'一一.

      9.oo9.259.'8410.フ11口・0910.00
      ■.■一一一1II■..■一

      ㌣「19.44'一{'亨.T{..一19.3719ぺ19.06      26301735一29

 山・89一



月目11月28目
操業回数/

 正午、L・tNIoト。。
 .位置L・ngEl・1一。9
 天候O

 風向・風速SE肋/se。
丸圧

 珊・温

汽里

波浪

 5ね。り

潮流速

透明度

表面水温

漁具使用約数

1008

26.5

9
1
1

 拍1・7
38

29.4

1580

 餌料種類及尾数冷凍サンマ
 投I縄方面

 投始め

 縄終り

 揚始め

 縄終り・

漁具使用時間
キ^ダ

メ・{チ

クロカプ

シロカワ

{カジ白
;

計

SE

04-20

0アー45

15}00

02-30

22一一口

84(73)

3
5

一

1ま

1

1g

-4

137

11月29日12.月1日
23

0ト42!0ト20
 1・上4{・仁。3
bb

 N瓦2
1009

31.5

2

 Caユ皿

1
E

4て

.30.0

1460

全

E

D5-20

08-20

1008

28.5

2
1
1

 w出.9

40

30.5

1580

全

SSE

04-30

.0フー45

 μ一15

02-50

21-30

88(22)

3
4

t

14

一18

14

τ42

㍉3-05

23-15

{8-45

8ア(5て)

1
2

13

1

21

20

1451

12月2目

4

04-56

136-06

bc

NE.4・

1008

28.5

4
2
1

NE1.5
35

29.7

1580

全

NW

04-45

08r10

15-45

01-15

20-30

12(118)

2
一

τ..5

13

-8

61

12月珊言タ
 岩。一
2■喜十

30.1
.1

1210

全

NW

05-20

08-50

-3-00

22-55

1アー55

9(30)

12

32

 、90一



12月5目  12月6日12月フ目

 白丁、三、8
12月8日  12月9日・112月11目1

!

       ÷       一τ、一、8←。、一一一       05-3704-4508-55

       123-29133-24134-24135-23135・10136-37

       Rb.,Obc・一bcbC

       N5NE2W4N2N1NE5

       100810081009100日10081008

       26.529.O2Z028.530.027.9

       μ49・458
       32211事

       222211

       I口WSW1.7WNW1.8So.1NNE0.4

       2630173529

       28.830.O29,529.630.028.4

       135013501350130013001300

       全全全全全杢
       SW一SWSWSSESSWN

       04-3004-3504-5504-4口04-5004-30

       07-4口07-45b7-5507-4007-5007-20

       13-OO13-0513-1513-1513-0012'30

       23一口5.22・5023“3022-0022-3022'10

       18-3518-1518-3517・2017-4017-40

       29(6)41(11)80(7)16(2)80(23)22(2)548(325)
       511614233

       22133226

       2
       1

       85171287

       2

       371111151.120

       10124661一117

       55781034510930937

`91一



              I＼、艶.岨捧薫等/234'し'               Joク89/0//計頻度男・

              {{6Cn113.8
              121

              {26

              一13ツー

              136ザ13・8
              14{

              146一112ア7
              151121415.4
              156.1111415.4.
              161一111311.5
              1661一11i2623.1
              171112Z7
              1ア6

              181113,8
              186

              191

              196113.8
              201

              206

              211

              216

              221

              226フτ3.8

              計34z22一22133226100%

 I＼、蝪^、

捧薫等

14{

146

151

156

161

166

 〔ワー



              二輿'/234.56ク89/0//計頻度%'
              81cm45.!丁12132.4
              3982115264.8

              515816311539.7

              フ1371711168549.9

              91ア1892121714271.3.O

              916510222829549.9
              31ミミ≡一6112215224.0

              5232111152183.3
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第8図  一漁場海域のT-C.1ダイヤグラフ

 ○印の数字は操業次数

第9図

 漁場附近の水温及び塩素量の鉛直分布


